
コヒーレントフォトン技術が開く 10年度の社会

レーザーが発明されたのは 1960年，もう，か
なり昔のことになった。しかし，今，レー

ザーはいろいろなところで活躍している。イン
ターネットを流れる膨大な情報量のかなりの部分
は，レーザー光が運んでいる。CDやDVD， Blu 

Rayなどのメディアにもレーザー技術は欠かせな
い。レーザーを駆使することで，新しい概念を提
案，イノベーションを興すことで実現される豊か
な社会，これが「レーザーが拓く明るい社会」の
意味である。
　私の所属するフォトンサイエンス研究機構は， 

2013年に，フォトンサイエンスの研究推進とそ
の社会実装を進めることを目的に設立された。理
学を社会に，技術を支える理学の実現を目指し，
活動をしている。同じ年度に，文部科学省・科学
技術振興機構によるCOI STREAM事業のひとつ
の拠点として，コヒーレントフォトン技術による
イノベーション拠点（ ICCPT）が発足した。COI

事業では， 10年後に実現すべき社会を描き，その
描像のもとに研究計画を立案し実施するという
バックキャストという考え方が導入され，「今の
夢。10年後の常識。新しい未来をつくりたい。」
というお題目がついている。ICCPTでは，この
中で，個を活かす持続可能な社会の構築を目指し，
レーザー技術を駆使してものづくりのプロセスに
パラダイムシフトを起こす。レーザーによるもの
づくりは，自由度が高く，さまざまな要求を低環
境負荷で実現できると考えられており，今後，要
求が増えてくると思われる少量多品種の生産，ま
た，今，日本が目指しているSociety 5.0の実現に
大きな力を発揮するという趣旨である。

　ここで，レーザーによるものづくりは，レーザー
加工とよばれる，歴史のある産業であり学問分野
でもある。しかし，実際にレーザーで加工すると
いう過程は実は単純ではない。まず，光が物質中
の電子と相互作用し，高いエネルギー状態が実現す
る。この反応は，ほぼ瞬時に起きると考えられて
いる。その状態が，格子のエネルギーに緩和する
過程があり，そして物質の温度が上がる。電子－
格子の緩和時間は典型的にはピコ秒と言われてい
る。そこで，この時間より短いフェムト秒パルス
と長いナノ秒パルスでは振る舞いが変わる。さら
に，物質が飛び出していく乖離過程も存在する。
このように，光と物質の相互作用，相転移，物質
移動など，非線形，非平衡，開放系の現象である。
また，巨視的な材料の温度分布や物質移動のよう
なミリ秒よりも長い物理現象が関与する，マルチ
タイムスケールの過程である。このような現象を
理学としてどのように扱うといいのかを，試行錯
誤をしながら研究を進めている。
　図は， COI事業として， 10年後の目指すべき社
会として描いたものである。家族がみんなにこや
かに暮らせる社会，これ以上に目指すべき社会は
ないと思うのだが，どうだろう。実は，よく見ると，
椅子の大きさなどが座る人に合わせて少しずつ違
うものが用意されているなど，モノづくりを革新
することで，実現される豊かさを表現したつもり
である。実際に，レーザーによるものづくり革新
への期待は大変高まっている。新しいレーザーと
新しい学問が拓く豊かな社会を目指して，研究を
進めていきたいと思っている。
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